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５ 右の図のような 3 つの容器があります。

Ａは直方体，Ｂは円柱，Ｃは三角柱です。

Ａ，Ｂ，は高さがどれも 15cm で，Ｂの

底面の半径が 2cm です。

3 つの容器には水が入っていて，Ａ，Ｂ，

Ｃの水面の高さはそれぞれ 15cm，6cm，

5cm です。

このとき，次の各問いに答えなさい。

ただし，容器の厚さは考えず，円周率は 3.14 とします。

(18) Ｂに入っている水の量は何 cm ３ですか。

(19) Ａに入っている水をＢがいっぱいになるまで移すと，Ａの水面の高さは 12cm に

なりました。次にＡに残った水をすべてＣに移すと，Ｃの水面の高さは 13cm にな

りました。このとき，Ａ，Ｂ，Ｃに入っている水の量の合計は何 cm ３ですか。

Ａ Ｂ Ｃ
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(18) Ｂの底面積は 2 × 2 × 3.14 ＝ 12.56cm で，Ｂの水面の高さは 6cm なので，

Ｂに入っている水量は 12.56 × 6 ＝ 75.36cm ３ です。

(19) Ａの高さ 15 － 12 ＝ 3cm 分の水量は，Ｂの高さ 15 － 6 ＝ 9cm 分の水量なので

(2 × 2 × 3.14)× 9 ＝ 36 × 3.14cm ３ 。

よって，Ａの底面積は(36 × 3.14)÷ 3 ＝ 12 × 3.14cm ２ 。

また，Ａの高さ 12cm 分の水量は，Ｃの高さ 13 － 5 ＝ 8cm 分の水量なので，

Ｃの底面積は(12 × 3.14)× 12 ÷ 8 ＝ 18 × 3.14cm ２ 。

また，Ｂの底面積は 2 × 2 × 3.14 ＝ 4 × 3.14cm ２ なので，

Ａ，Ｂ，Ｃに入っている水の量の合計は

(12 × 3.14)× 15 ＋(4 × 3.14)× 6 ＋(18 × 3.14)× 5

＝(180 ＋ 24 ＋ 90)× 3.14 ＝ 294 × 3.14

＝ 923.16cm ３ です。
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